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５
月
に
な
り
、
新
緑
の
若
葉

が
、
見
る
者
を
優
し
い
気
持
ち

に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。 

吹
き
抜
け
る
風
も
爽
や
か

で
、
暑
い
夏
を
前
に
し
て
、
落

ち
着
い
た
静
か
な
日
々
が
続

い
て
い
ま
す
。 

保
護
者
や
地
域
の
皆
様
に

は
、
日
頃
か
ら
本
校
の
教
育
活

動
に
対
し
て
温
か
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

さ
て
４
月
24
日
の
学
校
集
会

で
、
冒
頭
に
あ
り
ま
す
【
自
分

で
考
え
、
決
め
る
こ
と
の
大
切

さ
】
に
つ
い
て
話
を
し
ま
し
た
。 

 

昨
年
来
、
本
校
の
テ
ー
マ
と

し
て
『
利
他
共
生
』
の
精
神
に

つ
い
て
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
子

ど
も
た
ち
や
職
員
に
話
し
て

き
ま
し
た
。
意
味
は
「
他
者
に

生
か
さ
れ
、
他
者
を
生
か
し
、

共
に
生
き
る
」
と
い
う
も
の
で

す
。
人
は
一
人
で
生
き
ら
れ
ま

せ
ん
。
周
り
の

人
の
支
え
あ
っ

て
の
存
在
で
す
。

簡
単
に
言
う
と
、

お
互
い
に
、
人
の
役
に
立
ち
、
支
え
合
っ
て

生
き
て
い
く
。
社
会
を
成
り
立
た
せ
る
大

切
な
考
え
方
で
す
。
こ
の
考
え
同
様
に
大

切
に
し
た
い
の
が
『
自
律
』
で
す
。
自
律
と

は
自
分
で
考
え
、
決
断
す
る
こ
と
で
す
。
責

任
も
自
分
に
由
来
し
ま
す
。
将
来
社
会
人

と
し
て
求
め
ら
れ
る
生
き
る
力
の
根
幹
に

関
わ
る
部
分
で
す
。
自
分
で
決
め
な
い
生

き
方
を
『
他
律
的
』
と
言
い
、
成
功
し
て
も

喜
び
は
小
さ
く
、
困
難
を
乗
り
切
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
生
ま
れ
て
き
ま
せ
ん
。
逆
に
、
失

敗
す
る
と
原
因
を
自
分
以
外
に
求
め
て
し

ま
い
、
経
験
と
し
て
次
に
生
か
さ
れ
ま
せ

ん
。
他
の
意
見
を
参
考
に
し
た
と
し
て
も
、

じ
っ
く
り
考
え
、
最
終
的
に
は
自
分
で
決

断
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 郡
中
体
連
春
季
大
会
の
結
果 

 

４
月
22
日
か
ら
、
郡
中
体
連
春
季
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
来
年
か
ら
は
春
季
大

会
が
な
く
な
る
た
め
、
こ
れ
が
最
後
の
春

季
大
会
に
な
り
ま
す
。
結
果
は
そ
れ
ぞ
れ

で
す
が
、
各
部
と
も
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
ま

し
た
。
こ
の
後
の
県
大
会
と
、
夏
の
総
体
で

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

主
な
結
果
（
敬
称
略
） 

○
軟
式
野
球 

 

準
優
勝 

 
 
 

○
卓
球
男
子 個

人
戦 

 

惜
敗 

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

３
位 

○
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子 

団
体 

優
勝 

 
 
 

（
県
大
会
） 

個
人 

優
勝 

小
林 

美
月 

津
久
井
愛
華 

組 

準
優
勝 

上
村 

美
幸 

小
林 

菜
々 

組 

 
 
 
 

３
位 

小
林 

彩
姫 

大
川 

ゆ
ず 

組 

 
 
 
 

 
 
 
 

（
個
人
３
組
県
大
会
） 

○
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子 

個
人 

優
勝 

戸
丸 

雅
也 

大
河
原
唯
人 

組 

（
県
大
会
） 

○
剣
道 

男
子
団
体 

優
勝 

 

（
県
大
会
） 

女
子
団
体 

３
位 

 

   

 
男
子
個
人 

優
勝 

金
子 

成 
 

準
優
勝 

八
木 

稜
太
郎 

３
位 

大
津 

貫
太
朗 

３
位 

大
津 

凛
太
朗 

 

女
子
個
人 

優
勝 

松
井 

咲
空 

３
位 
堀
上 

莉
子 

（
個
人
６
人
県
大
会
） 

学
校
林
の
下
草
刈
り
で 

お
世
話
に
な
り
ま
す
。 

５
月
13
日(

土)

に
、
本
校
伝
統
の
学
校

林
下
草
刈
り
を
行
い
ま
す
。
昨
年
同
様
、
全

生
徒
、
全
職
員
と
保
護
者
や
地
域
の
皆
様

の
御
協
力
で
行
う
行
事
で
す
。
一
年
生
は

初
参
加
で
す
。
学
校
林
の
存
在
意
義
を
か

み
し
め
な
が
ら
、
感
謝
の
心
を
育
て
大
切

に
守
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。 

関
係
の
皆
様
に
は
お
世
話
に
な
り
ま
す
。 

 

※
学
校
林
の
歴
史 

 

明
治
40
年
頃
、
国
か
ら
村
へ
国
有
林
が

払
い
下
げ
ら
れ
た
と
き
、
時
の
村
長
関
準

蔵
さ
ん
が
谷
地
地
区
の
人
々
に
働
き
か
け
、 

村
の
発
展
の
た
め
の
財
産
と
し
て
寄
付
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
大
切
に
管

理
し
、
昭
和
24
年
に
は
中
学
校
建
築
の
費

用
を
生
み
出
す
た
め
に
木
を
売
り
ま
し
た
。 

正
式
に
は
「
村
有
基
本
財
産
林
」

と
い
い
ま
す
。
川
場
中
学
校
で

は
、
春
に
下
草
刈
り
、
秋
に
防
火

線
の
手
入
れ
を
し
て
、
長
年
大
切

に
保
護
し
て
き
た
伝
統
の
学
校

林
で
す
。
令
和
７
年
開
校
予
定
の

義
務
教
育
学
校
「
川
場
学
園
」
の

新
校
舎
建
築
に
も
、
こ
の
学
校
林

の
木
材
が
実
際
に
使
わ
れ
る
予

定
で
す
。 

【めざす生徒像】 

自分のよさを知り、友だちのよさにも 

気付き、互いに伸ばし合っていく生徒 

令和４年度 川場中で大切にしてほしい２つの精神（考え方） 『文武両道』と『利他共生』 

 
 

 

川場中で大切にしてほしい２つの精神（考え方） 『利他共生』と『自律』 


